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序文

富士見村では平成元年度より前橋市北部で実施されている県営圃場整備事業嶺地区に伴

い本村の南東部で発掘調査を行っています。平成２年度には広面遺跡の発掘調査を行い、

その成果はすでに『広面遺跡』発掘調査報告書として刊行しました。

本報告書の上百駄山遺跡・寺間遺跡・孫田遺跡は、平成５年度の事業として事前調査を

行い、その後整理作業を進めて参りました。

上百駄山遺跡では、主に縄文時代前期後半の集落、平安時代の集落、中世の城館跡が検

出されました。縄文時代前期後半の集落は先年同じ県営ほ場整備事業に伴う広面遺跡の調

査でもほぼ同時期の集落の調査を行い、良好な資料が出土していますが、今回の調査でも

良好な遺物が出土し、該期の歴史を解明する上で大きな成果を上げることができました。

富士見村で初めて縄文時代草創期の遺物が出土したことも特筆されます。

平安時代の集落からはこれまでの調査の中では最も良好な鍛冶遺構が検出されました。

中世の城館跡では面的に調査が行われたこともあり、掘立柱建物跡等の内部施設も調査

できたため、城館跡の構造解明の資料が得られました。

寺間遺跡では縄文時代前期の住居跡や土坑、平安時代の住居跡や掘立柱建物跡、時期不

明の土坑群や井戸、溝跡など多時期にわたる遺構・遺物が検出されました。

孫田遺跡でも縄文時代前期の土坑群、平安時代の道路跡、時期不明の溝跡などやはり多

時期にわたる遺構・遺物が検出されました。

発掘調査に関連して行った自然科学分析により、調査地周辺の赤城白川の離水年代が判

明したことも大きな成果と思います。

発掘調査や整理作業に必ずしも十分な時間と経費を費やしたわけではありませんが、本

報告書が当地の歴史を解明する上で多少なりとも資すれば幸いと思います。

最後に、発掘調査にご協力いただきました諸機関、調査をご指導いただいた方々、さら

に、厳しい自然条件の中で発掘作業に従事していただいた作業員の皆様に心より感謝申し

上げ序といたします。

平成７年３月

富士見村教育委員会

教育長鈴木清茂
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1．本書は県営ほ場整備事業嶺地区に伴い事前調査を行った上百駄山遺跡、寺間遺跡、孫田遺跡の発掘調査

報告書である。

2．遺跡の所在地は以下のとおりである。

上百駄山遺跡群馬県勢多郡富士見村大字時沢字上百駄山1420-1番地外

寺間遺跡群馬県勢多郡富士見村大字小暮字寺間569-2番地外

孫田遺跡群馬県勢多郡富士見村大字小暮字孫田536番地外

3．調査期間上百駄山遺跡平成５年９月１曰～平成５年11月30曰

寺間遺跡平成５年１１月５曰～平成６年１月１０曰

孫田遺跡平成６年１月４曰～平成６年２月６曰

整理作業平成６年２月７日～平成７年３月22日

４．調査は前橋土地改良事務所の委託を受け、富士見村教育委員会が主体となって行った。

調査に要した費用は国庫補助金、県費補助金、農政委託金、村費をあてた。

５．調査組織は次のとおりである。

富士見村教育委員会教育長鈴木清茂

社会教育課長青木鶴男（～平成６年３月）品川良治（平成６年４月～）

係長樺沢幹男

文化財係羽鳥政彦（調査担当）

６．本書の作成は編集、執筆、遺物写真の撮影を羽鳥政彦が行ったが、縄文時代遺物についての観察には関

根`慎二・谷藤保彦（群馬県埋蔵文化財調査事業団職員）の助力を得た。遺物実測、遺構・遺物図版トレー

ス、版組、写真図版作成は舩津かほるが行った。自然科学分析は㈱古環境研究所に委託した。

７．遺構実測、空中写真撮影は技研測量設計㈱に委託した。

８．発掘調査から整理作業にかけて以下の方々からご指導．ご助言を賜った。また地元地権者各位には調査

に際し、全面的な協力を受けた。記して心より感謝の意を表したい。 （敬称略順不同）

群馬県教育委員会文化財保護課前橋土地改良事務所富士見村土地改良課嶺土地改良区

長谷川福次関根'慎二谷藤保彦井上唯雄山下歳信藤坂和延細野高伯松田光太郎山口逸弘

小菅将夫勢多郡社教部会文化財分会会員諸氏

９．発掘調査・整理作業員は以下のとおりである。

青木真由美池田由平小見きい小見岩造小見菊枝小野沢正江樺沢ふみ子木村利男

小暮朋一郎小暮芳司小林徳治小林美智子関口すみ子関口照子田中喜代子田中秀道

中根きみ中根とみ舩津かほる松村タカ子目黒友子室橋みち子横堀春夫



凡例

1．本書の挿図の方位は座標北を表す。

2．挿図の縮尺は以下のとおりである。なお、スケールを付したので参照していただきたい。

遺構図竪穴住居跡掘立柱建物跡ｌ／6０竪穴状遺構ｌ／６０

炉・竈の一部ｌ／4０溝ｌ／200,1／120,1／100、

土坑・井戸ｌ／4０１／８０

遺物図ｌ／３，１／２

３．遺物写真の縮尺は統一していない。石器写真にはスケールを付した。

4．遺構番号は基本的に調査時点に付したものをそのまま用いているが、整理作業によって掘立柱建物跡に

は新たに加わったものがある。また、士坑番号は遺跡によって付け替えを行ったもの、一部の掲載となっ

たため欠番が生じているものがある。

5．グリッド名は南東杭で呼称している。

6．遺構図のうち、出土遺物及び出土位置ドットに付けられた番号は、遺物実測図の番号と一致する。

7．平安時代の竪穴住居跡実測図中のスクリーントーンはローム粘土である。

8．第１．１１７．１２６図は建設省国土地理院発行の５万分の１地形図「前橋」を－部加筆して使用した。第２

図は富士見村役場発行の２千５百分の1現形図をｌ／２に縮尺して用いた。
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1．発掘調査に至る経緯２．発掘調査の経過

1．発掘調査に至る経緯

富士見村では平成２年から前橋市と隣接する小暮地区で県営の圃場整備事業を行っている。平成５年度の

事業は大字時沢から大字小暮にまたがる県道渋111-大胡線の南側を予定しており、この中には周知の遺跡も

含まれていた為、事業実施以前に埋蔵文化財の保護措置を執る必要があった。

事業実施に先立ち遺跡の範囲・密度等を把握するため、平成５年７月に圃場整備予定地区の内、時沢字上

百駄山と小暮字寺間の一部の主に道路予定地を対象として試掘調査を行ったところ、上百駄山では縄文時

代・平安時代の住居跡、中近世と思われる柱穴・士坑・溝等、寺間では縄文時代の士坑、平安時代と思われ

る住居跡・溝等が検出された。この結果に基づき前橋土地改良事務所、富士見村役場土地改良課、富士見村

教育委員会の三者で埋蔵文化財の保存について協議を行ったが、事業計画の変更は不可能との結論に至り、

遺跡範囲内の道水路部分と工事により破壊の予想される切り士部分を中心に発掘調査を行うこととなった。

また、この２遺跡以外の時沢字上百駄山と小暮字寺間・孫田の圃場整備事業予定地区については、上百駄山

遺跡の調査開始後に試掘調査を行い、その結果により改めて協議することで合意した。

2．発掘調査の経過

<上百駄山遺跡〉

８月24曰－試掘調査・抜根に引き続き表土剥ぎを開始した。

９月ｌ曰－作業員を投入した。遺構の精査は１号溝と平安時代の竪穴住居跡から開始した。

９月下旬一平安時代の住居跡・掘立柱建物跡の調査と並行して中世の土坑群の調査を開始した。

10月初旬一縄文時代住居跡の調査を開始した。

１０月中旬一中世の掘立柱建物跡・柱穴群調査を開始した。また、時沢小学校郷土クラブの生徒が発掘の体験

学習を行った。

１０月下旬一上百駄山遺跡周辺の数ケ所で試掘調査を行ったが、新たな遺跡は検出できなかった。

１１月下旬一空中写真撮影。縄文時代の遺構・遺物包含層・’0号住居跡調査を最後に調査を終了した。

〈寺間遺跡〉

11月初旬一寺間遺跡周辺の試掘調査を行い、本調査区域を確定した。

１１月中旬一本調査区域の表土剥ぎを開始した。

１１月下旬一事務所の引っ越し作業を行い、寺間遺跡の遺構検出作業を開始した。

１２月初旬一遺構精査を開始した。遺構密度が薄いため各時代の調査を並行して行った。

12月下旬一空中写真撮影を行った。縄文時代の遺構調査・グリッド下げ・テストピット掘削を行った。

１月初旬一若干の補足調査、実測作業を最後に調査を終了した。

〈孫田遺跡〉

１１月下旬一試掘調査を行い、本調査範囲を確定した。

１月中旬一溝調査から精査を開始した。調査終了まで遺物洗浄作業を並行して行った。

１月中旬一縄文士坑調査を開始した。１月下旬一空中写真撮影を行った。

２月上旬一若干の残務整理と事務所の撤収作業を行い全ての調査を終了した。

３ 
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3．遺跡の位置と周辺の遺跡４．遺跡の立地

3．遺跡の位置と周辺の遺跡

〈位置〉

富士見村は群馬県の県庁所在地である前橋市に北接し、上毛三山の－峰赤城山の南西に位置する。村域は

赤城山頂までも含む狭長な村である。東方に大胡町・宮城村、西方に北橘村、赤城村等が隣接している。標

高は南端の約150ｍから山頂の1,828ｍまでを測り、標高450ｍ前後の傾斜変換点を境として、北東部の山岳地

と南西の裾野部分に分けられる。さらに、裾野部は東方の扇状地形（白川扇状地）と西方の比較的開析谷の

発達した丘陵状地形とに大まかに区分できる。上百駄山（第１図ｌ）・寺間（同図２）・孫田（同図３）遺跡

はこの白川扇状地の東端の低台地上に位置する。

〈周辺の遺跡＞

富士見村域内では今回の調査地周辺ではあまり調査を行っていない。包蔵地は何力所かが知られているも

のの詳細は不明である。

第１図４は広面遺跡で縄文時代前期後半を中心とする遺跡で、縄文時代前期中葉、中・後期の遺構・遺物

や平安時代の住居跡も検出されている。５は東紺屋谷戸遺跡で平安時代の住居跡と平安時代～中世頃の掘立

柱建物跡を調査しており、この中には三間四面の建物跡も含まれている。６の坂上遺跡は距離的にかなり離

れているが、古墳時代の「牧」や縄文時代の陥し穴・士坑・集石を調査している。このうち縄文時代前期後

半の士坑から結節浮線文士器が出土している。

今回の調査地の南東に近接する前橋市域では芳賀北部団地遺跡、芳賀東部団地遺跡等を始めとして多くの

遺跡を調査しており、縄文時代から近世に及ぶ多量の遺構・遺物が検出されている。

4．遺跡の立地

本報告の３遺跡はいずれも前橋市と富士見村の境付近を流下する藤沢川に近接する台地上に位置する。

上百駄山遺跡の西側は旧河川跡であり、現況で水田となっている。遺跡の乗る台地から急激に落ち込むが

比高はわずか１～２ｍ程である。台地の東側は西側と異なり緩斜面が東方の河Ⅱ|跡まで続いており、遺跡の

東限は不明瞭である。遺跡の北側は現在水田となっているが、地元の古老の話では昔は池になっていたとの

ことである。遺跡周辺は蛇行する幾筋かの旧河川により台地が複雑に浸食を受けている。遺跡の南限は不明

であるが、南北180～200ｍ、東西１００ｍ程が遺跡の範囲と推測される。

寺間遺跡も低台地上に位置する。この台地の西側はごくわずかな比高差の旧河川があり､現在は水田となっ

ている。また、台地の中央部を南北に縦断する形で小河川が流れ下っているが、調査により平安時代頃に流

路が変化したことが確認されている。台地の東側は比高差１０ｍほどの河川であり急激に落ち込んでいる。遺

跡の範囲は、南西は調査地が限界であるが他は不明である。いずれにしても台地上の広範囲に占地すると推

測されるが密度的には薄い。平安時代集落は台地を縦断する小河川の西側に限定されている。

孫田遺跡も東西を１日河Ⅱ|に挟まれた低台地上に占地するが、遺跡付近から南側は急激に台地幅が狭まり、

上百駄山遺跡の乗る台地近くまで伸びている。遺跡の北限・西限は明瞭でないが、遺物の散布状況からは余

り大規模な遺跡ではないと推定している。
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5．発掘調査の方法６．土層堆積状況

5．発掘調査の方法

表土除去は重機を用いて行った。作業員による遺構検出作業ののち、住居跡は基本的に土層観察のための

ベルトを十字に残し、床面・壁面精査を行った。士坑・柱穴は検出した平面のほぼ中央で半裁し、土居観察

後全掘した。溝は適宜ベルトを設定し掘り下げた。

遺物は基本的に床面近くのもの、残りのよいものを優先して図面と写真で出土状況・出土位置を記録して

から取り上げたが、覆土中から出土したものについては一括して取り上げたものも多い。

測量の基準杭は、上百駄山遺跡では国家座標に合わせて設定したが、寺間遺跡と孫田遺跡は調査地の形状

の関係で任意に設定している。杭の間隔は５ｍで、グリッド名は南東杭で呼称している。

各遺構の土居断面図は基本的に１／20で作成した。遺構平面図は基本的に平板実測を行いｌ／20で作成し

たが、一部の住居跡では写真実測を行った。溝跡の平面実測はｌ／40で行っている。遺跡の全体図は基本的

に写真実測を行ったが、部分的に平板実測を行いｌ／100で作成した。

写真撮影は白黒・カラースライドともに35ｍカメラを用いて行った。

遺跡の全体写真は気球を用いて撮影した。
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6．士層堆積状況

全体的には３遺跡の士層堆積状況に差はない。

ここでは、上百駄山遺跡の士層堆積状況を簡単に説明するが、寺間遺跡

と孫田遺跡では自然科学分析を行っているのでそちらを参照していただき

たい。

一般的にはⅡ層の上に榛名山ニツ岳ＦＰ軽石を含む黒褐色土が堆積する

が、本跡では耕作等の関係ですべて削平されている。

Ｘ層以下は赤城白川の影響下にあると思われ、砂層・鉄錆層が堆積して

いる。ⅢV層の下は人頭大の礫が等質的に堆積する礫層であるが、ⅢV層以

上の層中にも大小の礫が散在して含まれる。
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表土、砂質暗褐色士。１１．黒色士、浅間Ｃ軽石を多量に含む。

黒色土、浅間Ｃ軽石を少量含む。

黒褐色士。縄文時代の遺物包含層。

小礫を含む黒褐色士。ＶI・褐色土ににぶい黄褐色士ブロック。

黄褐色士。

汚れた黄褐色士。黄色パミス（Ａｓ－ＹＰ）含む。

黄色パミス。（As-SP）Ｘ、灰褐色士、砂層を含む。

砂質灰褐色士。Ⅲ、砂層。

赤褐色士（鉄錆多量に含むⅢV)。ⅢV・浅黄褐色土。
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上百駄山遺跡Ⅱ 



1．縄文時代の遺構と遺物
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Ⅱ上百駄山遺跡

1．縄文時代の遺構と遺物

(1)慨要

縄文時代の遺構は竪穴住居跡７軒と士坑３基である。竪穴住居跡は台地の縁辺に沿うように、南北方向に

散在する。士坑はＪ４号住居跡の南に集中して検出された３基を認定した。これ以外にも十数ケ所で士坑の

可能性のある染み状の部分を半裁してみたが、人為的な土坑とするに至らなかった。遺構の時期は出土土器

から諸磯ｂ式期終末～諸磯ｃ式期初頭期と思われる。遺物包含層はＪ１号住居跡の東側と６号溝の東側の慨
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士層注記

①黒褐色士。白色粒（パミス）含む。

②灰褐色士とにぶい黄褐色士。

③褐色士に黒褐色士。

④にぶい黄褐色士ににぶい褐色士。

⑤＝③褐色土に黒褐色士。

⑥にぶい褐色土に灰褐色士。
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第５図Ｊ１号住居跡及び炉跡
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1．縄文時代の遺構と遺物

ね２ケ所に検出されている。前者からは草創期、早期、前期の土器片が、後者からは前期、中期の土器片が

出土している。

(2)竪穴住居跡

Ｊ１号住居跡（遺構第５～６図、遺物第15～18図、ＰＬ２）

２３－１２～23-13グリッドを中心に位置する。南西約14ｍにＪ２号住居跡が近接する。東方には薄い該期の

遺物包含層が存在する。

東西約4.8ｍ、南北4.3ｍ、深さ50～30cmを測る。平面形状は北壁・東壁が不明瞭であるが、東西に長い歪

んだ隅丸長方形状を呈する。壁面は比較的直に立ち上がる。床面は周縁部を除き良く踏み固められている。

柱穴はほぼ対角線上の４ケ所に検出されており、北西を除いて建て替えが認められる。直径約30～40cm、深

さ50cm前後を測る。炉は中央部の南西寄りに付設されており、埋め甕炉から石囲い炉への作り替えを行って

いる。この北側でも床面の小範囲が円形に焼土化しており、地床炉の可能性がある。

遺物は覆土を中心に比較的多量に出土しているが、器形を復元できたものは少ない。尚、本跡覆土中から

草創期の土器破片が１点出土している(資料提示は遺構外出土土器の中で行っている)。石器は打製石斧が多

く、磨石・凹石・スクレイパーの他、有溝砥石２点が出土している。

Ｊ２号住居跡（遺構第７図、遺物第19図、ＰＬ２）

１９－１１グリッドを中心に位置する。南方約2.5ｍにＪ３号住居跡が近接する。

東西4.0ｍ、南北4.2ｍ、深さ70cm前後を測る。平面形状は円形に近い隅丸方形を呈する。壁面は若干角度
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１１上百駄山遺跡

をもって立ち上がる。床面は良く踏み固められているが、所々に地山の礫が露出している。主柱穴はほぼ対

角線上の４ケ所に検出されている。径20～40cmで、深さは20cm前後と浅い。炉は中央部西寄りに焼土が認め

られており、地床炉と思われる。

遺物は覆土中から土器小破片が少量出土しただけである。石器はスクレイパー類が多く、他には打製石斧・

磨石・石m・台石が出土している。

Ｊ３号住居跡（遺構第８図、遺物第20.21図、ＰＬ３）

18-10～18-11グリッドを中心に位置する。２号住居跡、１号溝と重複する。北方約2.5ｍにＪ２号住居跡

が近接する。

東西6.2ｍ、南北5.7ｍ、深さ70～80cmを測る。東～南壁の立ち上がりは不明瞭であり、拡幅の可能性もあ

る。平面形状はほぼ円形を呈する。壁面は緩やかに立ち上がる。床面は良く踏み固められているが、西壁際

や東～南壁際に低い段差が認められる。主柱穴は４ケ所に検出されている。４ケ所とも３基以上重複してお
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土層注記

①黒褐色士。赤みが強く繊密。

②黒色士。パミス含む。

③茶褐色土に黒色土。にぶい褐色土プロ、白色パミス

多く含む。

④暗褐色土主体で褐色土プロ含む。

⑤暗褐色土に褐色士。にぶい黄褐色土プロ含む。

⑥褐色土ににぶい黄褐色土プロ。

⑦褐色土ににぶい黄褐色士。

⑧褐色土ににぶい黄褐色土プロ多量。

⑨暗褐色土に褐色士プロ多量。

⑩暗褐色士ににぶい褐色士。

⑪＝１０ 

⑫黄褐色土プロ主体。にぶい褐色土少量含む。
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1．縄文時代の遺構と遺物

り、少なくとも２回の建て替えを行ったと思われる。それぞれの最も規模の大きい柱穴で直径30～40cm、深

さ40～50cmを測る。南壁寄りの柱穴の間にも補助柱穴が認められるが、深さは30cmと若干浅く、やはり重複

が認められる。炉は南西柱穴に寄った位置に埋甕が２基付設されており、埋甕炉と思われるが、作り替えを

行ったか、同時に使用したかは明瞭な切り合いがないため不明である。

遺物は２個の埋甕の他には覆土中からごく少量の土器破片が出土しただけである。石器は打製石斧・スク

レイパー・凹石・石皿等が出土している。

Ｊ４号住居跡（遺構第９．１０図、遺物第22図、ＰＬ３）

１４－７グリッドを中心に位置する。南西約１０ｍにＪ５号住居跡、南約３ｍに土坑群が近接する。

東西5.5ｍ、南北5.8ｍ、深さ60～40cmを測る。平面形状は菱形状に歪んだ隅丸方形を呈する。

壁面は比較的直に立ち上がる。床面は中央部以外はあまり踏み固められていない。南西寄りに地山から礫

が露出している。主柱穴は対角線上の４ケ所に検出されており、重複の認められるものもあることから、建

て替えが行われた可能性もある。南側主柱穴間には若干西寄りに２基の小ピットが検出されており入口施設

と思われる。炉は中央部西寄りの床面２ケ所が焼土化しており、地床炉と思われる。

遺物は覆土中位を中心に土器破片が出土しているが、量は多くない。尚、Ｊ６号住居跡出土土器と接合し

たものがある。石器は打製石斧・スクレイパー・石匙・石錐・磨石・凹石が出土している。

Ｊ５号住居跡（遺構第11図、遺物第23図、ＰＬ４）

１２－６グリッドに位置する。北東10ｍにＪ４号住居跡が近接する。中央部に土坑が重複し士坑が新しい。

長径4.0ｍ、短径3.7ｍ、深さ15～25cmを測り、わずかに楕円形状を呈する。床面はあまり踏み固められて

いない。西寄りにかなり大きな地山の礫が露出している。北壁に半円状の張出しがあり、士坑の重複が考え

られる。炉・柱穴等の施設は検出されていない。

遺物は南東部壁際から深鉢の胴下半部が出土しただけである。

重複士坑は径1.6ｍ前後、床面からの深さ20cmを測り、円形を呈するが、南西の礫方向に不明瞭な浅い掘り

込みが続いており、あるいはさらに別の士坑が重複している可能`性もある。底面は平坦で、壁は開いて立ち

上がる。遺物は出土していない。

Ｊ６Ａ．Ｂ号住居跡（遺構第12.13図、遺物第２４．２５図、ＰＬ４）

２軒の住居跡が南北に重複する。北側が新しくこれをＡ号とし、古い南側をＢ号とする。Ａ・Ｂ号住居跡

の東側にも円形の張出しがあり、さらに別の住居が重複する可能性もあるが詳細は不明である。

Ａ号は９－６グリッドを中心に位置する。西側に６号住居跡が重複する。直径約3.4ｍで円形を呈する。深

さは70cm前後を測る。床面はよく踏み固められている。北部壁際に浅い周溝状の掘り込みが断続的に認めら

れる。炉・柱穴等の施設は検出されていない。遺物は少量出土しただけである。

Ｂ号住居跡は９－５グリッドを中心に位置する。規模は径4.2ｍ前後で、円形に近い隅丸方形状を呈する。

深さは60cm前後を測る。覆土中にはロームブロックが多量に含まれ、人為的に埋められた可能'性もある。床

面はあまり踏み固められておらず、中央部に地山の礫が露出する。主柱穴は４ケ所に検出されている。柱穴

の径は20cm前後であるが、不整形の掘り方が掘削されている。炉は検出されていない。

遺物はＢ号住居跡の覆土上層に長さ50cmほどの礫が出土し、その周辺から土器、磨石・凹石、剥片がそれ
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Ⅱ上百駄山遺跡
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1．縄文時代の遺構と遺物

●
ヨ

（
ｂ
 
ｌ
 

［
．
［
③
 

。 F● 

倉
ａ' 

Ｖ 

１ 

Ｖ 

１ ａ 

／～ 
、

／ 

／ （ 
、 ／ 

／ 

、ノ

撹
乱

焼土

〈／／一

介
。 Ｕ
一

⑳ 

蝿。◎ｂ一

ノー、
)>//1 

/~~￣ 

/１ /１ 可。
両。

･ 

1９１．１０ 
ａ 

ａ' 

1９１．１０ 
ｂ 

ｂ' 

土層注記

①黒褐色土に褐色土＝②
③黒色土、白色粒・黄色パミス

少量。

④黒褐色土と暗褐色土。
⑤黒褐色土に褐色土。
⑥カクラン

⑦にぶい褐色士。

⑧灰褐色土と黒褐色士。ローム．
パミス多量。

⑨にぶい黄褐色土。

⑩灰褐色土とにぶい黄褐色土。
⑪褐色土に黒褐色土少量。
⑫にぶい褐色土と灰褐色土。
⑬灰褐色土に黄褐色士。

９１．１０ 
－ 

Ｃ′ 

② ⑥ Ｃ 
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r、

第９図Ｊ４号住居跡
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1．縄文時代の遺構と遺物

ぞれまとまって出土している。この土器群とＡ号住居跡出土土器に接合関係が認められるため、Ａ号住居跡

に係わる何らかの施設が存在した可能性が考えられるものの、詳細は不明である。また、ここから出土した

土器破片は４号住居跡出土土器とも接合関係にある。覆土中～下層の土器は２点が器形復元できただけで、

破片の量も少ない。石器は打製石斧・スクレイパー・磨石・凹石・台石が出土している。

１
 

つ
［
・
つ
①
［

／ 

1９０．１０ 

１９０．１０ 

０ ２ｍ 
■ 

第１２図Ｊ６Ａ．Ｂ号住居跡
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90.10 

第13図Ｊ６Ａ．Ｂ号住居跡出土土器位置図

(3)士坑（遺構第１４図、遺物第26.27図）

Ｊ１号土坑

１３－７グリッドに位置する。Ｊ４号住居跡の南約３ｍに近接し、Ｊ２．３号士坑とも近接する。

径1.6～1.5ｍ、深さ70cmを測り、ほぼ円形を呈する。底面は平坦で、壁は直に立ち上がる。南ｌ

出する。遺物は覆土内より少量の土器片が出土した。

南側に礫が露

Ｊ２号土坑

１３－８グリッドに位置する。Ｊ１．３号士坑が西方に近接する。北東部に２基のピットが重複する。

径1.1ｍ、深さ40cmを測り、円形を呈する。底面は平坦で、壁は直立気味に立ち上がる。

遺物は出土していない。

ｚＤ 



1．縄文時代の遺構と遺物

Ｊ３号土坑

１３－７グリッドに位置する。Ｊ１号土坑が北約40cmに近接する。カマポリが重複する。

長辺1.2ｍ、短辺1.1ｍ、深さ40cmを測り、隅丸方形状を呈する。底面は平坦で、壁は直に立ち上がる。遺

物は覆土上～中層から少量の土器片が出土した。

(4)遺物包含層

①Ｊ１号住居跡と１０号住居跡の間からその北側にかけた部分、Ｘ＝22～25ライン、Ｙ＝12～15ラインに位置

する。遺物包含層の厚さは10cm前後であまり厚くない。この範囲内の数カ所に染み状の部分があり、土坑を

想定して半蔵してみたが、良好な掘り方を持つものがなく、土坑と認定していない。

出土遺物は早期～前期の土器破片が比較的まとまった数量出土している。遺構外とした遺物の大半は本包

含層から出土した。Ｊ１号住居跡から出土した草創期・早期遺物は本包含層からの流れ込みと思われる。

②調査区の南東端、道路予定地部分に位置する。地形的には南に向かう緩傾斜面であり、東方に向かっても

緩傾斜している。５号溝よりも東側が全体的に包含層になっている。包含層の厚さは20cm前後であるが、遺

物の密度はごく薄い。遺構外とした前期後半の浮線文土器や中期の遺物が本包含層から出土している。

■ 
，民

Ｃ
ｍ
ｏ
Ｃ
⑤
［
 

1９０．９０ 
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1９０．９０ 

／ 
』
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1９０．８０ 

－１－－Ｊ 
第14図縄文士坑
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Ⅱ上百駄山遺跡

(5)縄文時代の出土土器

Ｊ１号住居跡出土土器（第15～18図、観察表第１表、ＰＬ１８）

ｌは底部から徐々に開く胴部が、中（上）位で一旦内折れし、口縁部に向かって大きく外反する。さらに

そこから口縁部が内傾する。口縁部は波頂部がさらに内折し、棒状の貼付文が付く。文様は平行沈線が連続

して横位に施文されるが、胴部上半の屈曲部分には矢羽根状に施文する。現状で口径約24cm、高さ17cmを計

る。２は胴部が徐々に開きながら立ち上がり、口縁部でわずかに外反するコップのような器形である。ごく

弱い４単位の波状口縁を呈すると思われる。口縁部には横位に平行沈線を連続施文し、胴部には縦位にレン

ズ状文を連続する。下端にも横位に施文されると思われる。３は胴部から口縁部が大きく外反する平口縁の

深鉢である。現状で全面に横位の矢羽根状文を連続し、楕円状とボタン状の貼付文を交互に付す。口径26cm、

高さは13cmが残存する。４は胴部下半で、底部を接合部から欠く。粗い無節Ｌを上端に施文し、下位は無文

である。５はウメガメで、平行沈線を疎らに横位に施文し、下半部にはやはり疎らに縦位施文する。６～１１

は底部で、６は胴部下端まで平行沈線を横位に連続的に施文する。７は横帯文の上に矢羽根状文、８は絡状

体、９はＬＲで、10.11は無文である。12は浅鉢で口縁部と底部を欠失する。１３は大波状の口縁部で端部は

肥厚する。器形変化・文様構成からすれば波頂部は２～３山と推測される。波頂（山）下に棒状の貼付文を

付すが剥落している。この貼付文の下には縦長の切り欠きを配置する。裾部に２個一対のボタン状貼付文を

付す。文様は集合沈線で横帯状、孤状に付す。胴部は縦位に区画する。口縁端部には凹凸文を連続施文する。

１４は口縁端部が外方に突出する。口縁部に横帯文、胴部は縦区画施文である。１５は横帯文間に矢羽根状文帯

を挟み、胴部は縦区画施文である。１６は口縁端部を内側に折り返し４単位の輪花状に整形し、半裁竹管で連

続刺突する貼付文を付す。この貼付文の周囲には内面だけに小ボタン状貼付文を付す。口縁端には凹凸文を

連続する。施文は集合・連続沈線により口縁部内面は基本的に矢羽根状文、口縁部外面は横帯文、胴部は単

斜施文帯を挟む懸垂帯で区画し、レンズ状文を施文する。

１７～30は平行沈線文士器の口縁部である。２３．２４は内折波状口縁である。２８は平行沈線施文前に貼付文を

付す｡２９は波頂部が靴先状を呈する波状口縁の波頂部で先端を欠失する。３０は波頂部にキザミを付す｡３１～５３

は平行沈線文土器の胴部破片である。３２～34は横方向の連続刺突文を付す。３２．３３は結節沈線状、３４は凹凸

文状である。３５．３６は同一個体である。３７は小型土器である。４０と50,47と48もそれぞれ同一個体である。

37～４６．５０．５１．５３の文様は縦構成である。５４～62も平行沈線文土器である。５７～61は施文具が太いのが特

徴である。６２は底部。６３～69は口縁部である。６３は爪形文、６４は小ボタン（粒状）貼付文を密に２段付す。

６５．６６は縄文施文土器に貼付文を付す。６７～69は無文土器の口縁部。７０～77.79は縄文施文土器の胴部、７８

は条痕文士器である。８０～83は無文土器の胴部・底部である。８４．８５は貝殻文土器である。

Ｊ２号住居跡出土土器（第19図、観察表第２表、ＰＬｌ８）

１は小型の平行沈線文土器である。口縁部は直角に近く内折れし波状を呈する。２は浅鉢である。３～９

は口縁部で、４は単沈線で細区画し内部に爪形文を施文する。５は櫛歯状工具により渦巻文？等を施文する。

胎士は細かく異質な感じがする。６はごく粗い平行沈線である。９は縄文施文土器である。１０～22は胴部で、

10は靴先状を呈する波状口縁土器の口辺部である。12.14は同一個体で幅広の横帯文区画内を縦位に区画し、

区画内に円文（若しくは渦巻文？）を施文する。２２は浮線文である。２３は横方向に粗いナデを施す無文士器

の口縁部である。２４は貝殻文である。２５は無文の胴部、２６～28は縄文施文土器の底部である。

２２ 



1．縄文時代の遺構と遺物
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